
令
和
七
年
度
中
国
民
放
ク
ラ
ブ 

岡
山
支
部
総
会
・
懇
親
会 
報
告 

中
国
民
放
ク
ラ
ブ
岡
山
支
部
・
令
和
七
年
度
総
会
と

懇
親
会
は
四
月
二
十
一
日(

月)

、
し
ば
ら
く
ご
無
沙
汰

し
て
い
た
「
ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ま
き
び
」
で
、
三
十
四
名
の

参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

 
 

 

予
定
通
り
定
刻
の
十
二
時
、
横

田
真
理
子
さ
ん
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ 

Ｏ
Ｂ
）
の
司
会
・
進
行
に
よ

っ
て
ス
タ
ー
ト
。
初
め
に
、
岡
山
支
部
会
員
で
昨
年
度

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
、
井
口
三
貴
子
さ
ん
、
白
石

脩
さ
ん
、
竹
内
秀
男
さ
ん
、
い
ず
れ
も
Ｒ
Ｓ
Ｋ 

Ｏ
Ｂ
三

名
の
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
て
黙
祷
を
捧
げ
ま
し

た
。 開

会
は
亀
池
弘
二
支
部
長
の
、
昨
年
度
の
支
部
活
動

報

告

を

含

め

た

挨

拶

で

始

ま

り

ま

し

た

。

 

 

続
い
て
、
新
入
会
員
四
名
を
紹
介
、
当
日
出
席
の
青

木
規
子
さ
ん
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ 

Ｏ
Ｂ
）
、
松
永
野
枝
さ
ん
（
Ｒ

Ｓ
Ｋ 

Ｏ
Ｂ
）
、
中
尾
昌
史
（
Ｔ
Ｓ
Ｃ 

Ｏ
Ｂ
）
と
三
名
が

登
壇
し
て
お
披
露
目
を
し
ま
し
た
。 

  

引
き
続
き
「
同
好
会
」
の
活
動
報
告
に
移
り
、
ゴ
ル
フ

同
好
会
、
行
こ
う
会
・
パ
ソ
コ
ン
勉
強
会
、
写
真
同
好

会
、
柳
川
川
柳
大
学
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
の

各
幹
事
が
そ
れ
ぞ
れ
昨
年
度
の
活
動
報
告
を
、
会
報
担

当
幹
事
が
会
報
誌
へ
の
寄
稿
の
お
願
い
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。 

 

 

続
い
て
＜
議
事
＞
に
入
り
、
亀
池
支
部
長
が
議
長

と
な
っ
て
議
事
が
進
行
。 

岡
本
理
事
か
ら
令
和
六
年
度
の
決
算
報
告
、
七
年
度

の
予
算
案
に
つ
い
て
の
説
明
及
び
辻
川
理
事
の
監
査
報

告
、
続
い
て
議
長
よ
り
役
員
人
事
案
（
全
員
留
任
）
が
出

さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

※
留
任
理
事
は
下
記
の
通
り
。 

亀
池
弘
二
・
支
部
長
（
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ 

Ｏ
Ｂ
） 

若
槻
匡
志
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ 

Ｏ
Ｂ
） 

吉
原
司
郎
（
Ｏ
Ｈ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
）
、 

辻
川
登
貴
子
（
Ｏ
Ｈ
Ｋ 

Ｏ
Ｂ
） 

 

横
田
真
理
子
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ 

Ｏ
Ｂ
）
、 

岡
本
佳
彦
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ 

Ｏ
Ｂ
） 

 
 
 

 

 

そ
の
あ
と
写
真
同
好
会
・
伊
藤
さ
ん
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ 

Ｏ
Ｂ
）

に
よ
り
、
記
念
写
真
を
撮
影
し
ま
し
た
。 

 

 
 

 

続
い
て
皆
さ
ん
お
待
ち
か
ね
の
懇
親
会
、
懇
親
会
は

出
席
者
中
最
遠
路
（
鴨
方
）
の
川
上
さ
ん
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
Ｏ

Ｂ
）
の
乾
杯
の
音
頭
で
ス
タ
ー
ト
。 

 

司
会
は
横
田
さ
ん 

 

P-１ 

ミ
ン
ク
岡
山
情
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ラ
ジ
オ
体
操
を
日
課
と
し
て
続
け
て
い
る
川
上
さ
ん

の
ま
す
ま
す
元
気
な
ご
発
声
に
皆
唱
和
し
て
、
歓
談
の

時
間
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

お
楽
し
み
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
今
回
の
ゲ
ス
ト
は

ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
音
楽
グ
ル
ー
プ
・L

eap
R

ick

の 

桐
山
さ
ん
、N

atsu
e

さ
ん
の
お
ふ
た
り
が
登
壇
し
、

次
々
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
珍
し
い
楽
器
演
奏
を
聴
い
て

楽
し
い
時
間
を
す
ご
し
ま
し
た
。 

 

 

福
島
康
子
さ
ん
（
Ｏ
Ｈ
Ｋ 

Ｏ
Ｂ
）
の
挨
拶
の
後
、
恒

例
の
「
ま
た
逢
う
日
ま
で
」
を
、
岡
本
理
事
の
熱
唱
を
リ

ー
ド
に
大
合
唱
し
て
総
会
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

文
責
：
辻
川
登
貴
子
（O

H
K
 

O
B

） 
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